
佐賀県環境審議会温泉部会
第４１回（令和５年度 第１回）

令和５年７月２４日（月）

ホテルグランデはがくれ 脊振の間



第１号議案 温泉動力装置許可申請について

申 請 日：令和５年５月２３日

申請者氏名：個人のため非公開

申請者住所：個人のため非公開

申 請 地：佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿字大畑乙2202番18
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温泉動力装置許可申請について

住 所

氏 名申
請
者

申
請
書
の
内
容

動力装置の場所

動力装置の目的

動
力
装
置

種類・型式

出力

内径

揚程

揚湯能力

工事予定期間

源泉名

温度

泉質

温
泉
の
状
況

個人のため非公開

佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿字大畑乙2202番18

ホテルの浴用に利用する

コンプレッサー 2.2P-9.5V6

2.2 kW

80.7 ｍｍ

28.0 ｍ

65 L／分

令和5年8月1日～令和5年8月10日

白川源泉

ナトリウム-炭酸水素塩・塩化物温泉（低張性・弱アルカリ性・高温泉）

83.5 ℃

成分 別紙のとおり

個人のため非公開

3馬力
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リチウムイオン（Li+）
：1.0 mg/kg ≧ 1 mg/kg

メタけい酸（H2SiO3）
：132.7 mg/kg ≧ 50 mg/kg

溶存物質（ガス性のものを除く）

：1,493 mg/kg ≧総量1,000 mg/kg

フッ化物イオン（Fｰ）
：6.8 mg/kg ≧ 2 mg/kg

メタほう酸（HBO2）
：33.5 mg/kg ≧ 5 mg/kg

温泉源から採取されるときの温泉の温度
：83.5度≧摂氏25度以上
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付
近
の
源
泉
（
半
径
４
ｋ
ｍ
以
内
）

ゆう出路

深さ（m）
温
泉
の
状
況

土地利用及び源泉利用
に関する権利等

申請者が所有している土地及び源泉である。

口径（mm）

0～70 203.3

温泉動力装置許可申請について（続き）

大正屋高熱源泉

清流源泉

葉隠荘源泉

宝洲屋源泉

嬉野温泉配湯株式会社第１源泉

10

50

75

嬉野温泉配湯株式会社第２源泉

嬉野温泉配湯株式会社第３源泉

50

75

75

75

100 嬉野市第１源泉
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源泉名申請地との距離（m）番号

1

2

3

5

4

6

4

4

元湯第１源泉502



付
近
の
源
泉
（
半
径
４
ｋ
ｍ
以
内
）

凱風荘源泉

和多屋別荘第５源泉

嬉野保養所源泉125

125

125

大正屋源泉

嬉野館第４源泉

竹屋源泉

嬉野館第２源泉

嬉野館第３源泉

150

175

175

飴屋源泉

大村屋源泉

175

200

300

325

国立嬉野病院第１源泉

独立行政法人国立病院機構 嬉野医療センター第２源泉

375

375

友朋会源泉750
500
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付近の源泉（半径4km以内）

源泉名申請地との距離（m）番号

8

9

11

12

10

13

14

15

13

16

17

17

18

国立嬉野病院第３源泉37517

和多屋別荘第４源泉1007

元湯第２源泉1006



付
近
の
源
泉
（
半
径
４
ｋ
ｍ
以
内
）

申請地との距離（m） 源泉名

JR九州嬉野第２源泉

嬉野町第１源泉

松本屋源泉

JR九州嬉野第１源泉

1,000

1,200

1,250 湯の田源泉

焼山源泉

1,250

1,700

1,750

1,900 椎葉峡温泉源泉

椎葉山荘第二源泉

ホテル88源泉

三根源泉

美肌金運の湯源泉

2,200

2,800

3,400 小田志源泉

奥武雄温泉源泉

2,900

3,750

3,750

4,000

日出城源泉

ホテルAI源泉4,000

1,750 嬉野駅前源泉
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付近の源泉（半径4km以内）

番号

19

20

21

25

22

26

24

23

27

29

30

28

31

33

32

34



縮尺 1：5,000

(C)2017 Shobunsha Publications,Inc. 7/25

動力装置予定地を中心とした半径500m以内の既存源泉の状況
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縮尺 1：50,000

(C)2017 Shobunsha Publications,Inc.
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動力装置予定地を中心とした半径4km以内の既存源泉の状況
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◆揚湯試験について
①段階揚湯試験

②連続揚湯試験

③回復試験

◆動力（ポンプ）の選定について

①設置予定の動力装置

②平面図・断面図
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◆揚湯試験について
①段階揚湯試験

②連続揚湯試験

③回復試験

◆動力（ポンプ）の選定について

①設置予定の動力装置

②平面図・断面図
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第 1 段階
Q=18.0 L/min

第 2 段階
Q=36.0 L/min

第 3 段階
Q=54.0 L/min

第 4 段階
Q=71.0 L/min

第 5 段階
Q=91.0 L/min

自然水位：GL-24.20m
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➀段階揚湯試験



いずれも佐賀県揚湯試験実施要領より抜粋

＜一般的な段階揚湯試験の結果＞
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➀段階揚湯試験



段階揚湯試験では、いずれの段階においても水位下降が全く見られな
かった。
このことから、設定した５段階の揚湯量の範囲に本源泉の限界揚湯量
はなく、５段階目よりも大きな揚湯量（91.0L/min以上）が限界揚湯
量であると推測された。
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➀段階揚湯試験



◆揚湯試験について
①段階揚湯試験

②連続揚湯試験

③回復試験

◆動力（ポンプ）の選定について

①設置予定の動力装置

②平面図・断面図
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連続揚湯試験には、実際に使用する動力装置（コンプレッサー）の同
等品を使用した。
試験の揚湯量は、動力装置の最大揚湯量である65L/minを設定した。

65.0 L/min

15/25

②連続揚湯試験、③回復試験



揚湯量（65.0 L/min）

揚湯停止

自然水位：GL-24.2m
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②連続揚湯試験、③回復試験



＜一般的な連続揚湯試験・回復試験の結果＞
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②連続揚湯試験、③回復試験

佐賀県揚湯試験実施要領より抜粋



連続揚湯試験の結果、水位降下は0.0mであった。
このことから、設置予定の動力装置のゆう出量を最大にした場合におい
ても、源泉の水位に影響を与えない（水位が安定し、また、揚湯停止後
に元の水位まで回復している）ことから、設置予定の動力装置の能力は
妥当であると考えられる。
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②連続揚湯試験、③回復試験



◆揚湯試験について
①段階揚湯試験

②連続揚湯試験

③回復試験

◆動力（ポンプ）の選定について

①設置予定の動力装置

②平面図・断面図
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・動力装置は、既存源泉で使用しているものを使用
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➀設置予定の動力装置
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➀設置予定の動力装置
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➀設置予定の動力装置

＜性能曲線＞



◆揚湯試験について
①段階揚湯試験

②連続揚湯試験

③回復試験

◆動力（ポンプ）の選定について

①設置予定の動力装置

②平面図・断面図

23/25



：空気の流れ

：温泉の流れ
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②平面図・断面図

敷地境界線

敷地境界線

申請建物



：空気の流れ

：温泉の流れ
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②平面図・断面図


